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１－２．国際バカロレア教育の効果に関する調査研究業務 

 

国内におけるＩＢ教育の普及および促進を目指し、それらに関する諸課題把握のために必要な調査研

究を行うことはその推進において重要である。そのため、今年度においては、コンソーシアムにおける

情報共有を目的としたＩＣＴプラットフォーム「AirCampus®」の利用者を対象にＩＢに関する関心意識なら

びに有効な情報共有の在り方を調査するためのアンケートを実施した。また、大学を対象として、ＩＢスコ

アを活用した大学入学者選抜例の調査に取り組んだ。国内におけるＩＢ修了生に対応した入試動向の

把握をすることで、国内の多様な人材を選抜する上での入試環境整備にもつながると期待できる。 

 

１－２－１． ＩＢ普及に関するアンケート調査 

 【アンケート目的】 

コンソーシアム事務局ではＩＢ教育の普及ならびに促進を目指し、ＩＢに関した情報共有のためのＩＣＴプ

ラットフォーム「AirCampus®」を運用している。そこで、AirCampus®の利用状況ならびに今後の改善点

を把握する上でも、登録をいただいているユーザーがどのような情報やプラットフォームとしての機能を

求めているかを本アンケート調査によって明らかにすることを目指す。また、この調査は継続的に行って

経年変化をみることによって、プラットフォーム利用者の意識の特徴ならびにプラットフォーム運営の今

後の改善点を的確に把握し、コンソーシアムの施策に必要な基礎資料を得ることを目指す。 

 

【実施方法】 

AirCampus®の登録ユーザーに対するオンラインアンケート（多肢選択・自由記述方式） 

 

【調査内容】 

―ユーザーによるAirCampus®の利用状況ならびにニーズや改善点等の把握 

―ＡＣ会員のＩＢに関する関心意識ならびに有効な情報共有の在り方の模索 

 

【調査対象】 

AirCampus®を利用しているユーザー（教育関係者、自治体関係者、生徒、保護者等） 

 

【調査時期】 

2019年2月1日～2月28日 

 

【個人情報の取り扱いについて】 

本調査における個人情報の取り扱いについては、コンソーシアム事務局における「個人情報保護方針」

に則り厳重に管理して行うこととする。 

 

【調査人数ならびに回答数】 

調査人数：２５１名（２月２８日現在のAC登録者数） 回答数：５３名 
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【アンケート質問項目一覧および調査結果（集計のみ）】 

 

①ご自身の所属について下記より選んでください。 

 １．教員  [２４名 ４５．３％]  

 ２．学校管理職（主幹教諭以上）[９名 １７％] 

 ３．教育委員会 [２名 ３．８％] 

 ４．学校事務職 [１名 １．９％] 

 ５．大学関係者 [５名 ９．４％] 

 ６．自治体関係者 [１名 １．９％] 

 ７．保護者 [８名 １５．１％] 

 ８．生徒 [１名 １．９％] 

 ９．上記以外（自由記述） [２名 ３．８％] 

 

 

②ご自身の年齢を下記より選んでください。 

 １．１８歳以下 [２名 ３．８％] 

 ２．２０代 [３名 ５．７％] 

 ３．３０代 [１２名 ２２．６％] 

 ４．４０代 [１４名 ２６．４％] 

 ５．５０代 [２０名 ３７．７％] 

 ６．６０代（それ以上） [２名 ３．８％] 

 

 

③ご自身の所属先のＩＢ導入状況を下記より選んでください。（学校関係者のみ回答）  

 １．ＩＢ認定校 [２１名 ３９．６％]  

 ２．ＩＢ候補校 [８名 １５．１％] 

 ３．ＩＢ導入を具体的に検討している段階  [２名 ３．８％] 

 ４．ＩＢについて関心がある段階 [９名 １７％] 

  ５．未回答 [１０名 １８．９％] 

 ６．上記以外（自由記述） [３名 ５．７％] 
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④どの国際バカロレアのプログラムに関心がありますか。下記より選んでください。 

（複数回答可） 

 １．PYP（プライマリー・イヤーズ・プログラム） 対象：３歳～１２歳 [１０名 １１％] 

 ２．MYP（ミドル・イヤーズ・プログラム）対象：１１歳～１６歳 [２８名 ３０．８％] 

 ３．DP（ディプロマ・プログラム）対象：１６歳～１９歳 [４４名 ４８．４％] 

 ４．CP（キャリア・プログラム）対象：１６歳～１９歳 [７名 ７．７％] 

 ５．上記以外（自由記述） [２名 ２．２％] 

 

 

 

 

 

 

 

⑤国際バカロレアのプログラムのどういった点に関心がありますか。自由にお答えください。（自由記述） 

10の学習者像、考え抜く力、論じる力 

ATL, Agency, Language Acquisition 

DP資格を活かした国内外の進路の多様化 

DP取得者の進路 

enhanced PYPの変更された項目やその適用アイデア 

IBの学習者像が本校の教育理念および生活信条に合致しているところ 

MYPのプログラム 

MYPやDPにおける各教科・科目・TOKの具体的な指導内容 

TOKの奥深さに非常に関心があります。 

TOKの批判的思考力とWOKとAOKによる分析方法。公教育の普通科の授業に取り入れることで市民教

育になるから。 

アクティブ相談 

インクルージブな観点、ホリスティックな観点 

これからの教育に必要なスキル 

これからの社会に必要な力をつけられるから 

シンガポールのインターナショナルスクールで日本語を担当しておりました元EYPの教師のため、日

本でのEYP導入にかなり興味があります。 

概念学習と協働学習、atlを用いた活動について 

概念的な理解をもとにした探究学習と指導要領の資質能力の親和性に関心があります 

各教科のコースアウトラインの日本語のサンプルや例のようなものが見たい。また、評価の具体的な

方法について学びたい。 

学んだ知識をどう関連づけて発展させていくのか、思考のプロセス 
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共に学習者。１０の学習者像 

教育の中身と進学 

国際バカロレアプログラムでの学習の進め方、使用する教材、それから教員養成 

国際バカロレア入試の導入が決まっており、国際バカロレアのプログラムを大学での教育にどのよう

に接続できるか関心がある 

国際平和に貢献できる人材。社会に貢献できる人材育成 

国際理解 

主体的対話的で深い学びにつながる教育だと感じられる点 

新しい学力観に対する評価規準がしっかりしている点 

世界水準の質を保つ仕組みなど 

生徒の主体的な学習プログラムであり、指導と評価の一体化が構築されていること、生徒の成績につ

いて外部評価がなされ、教員の評価力が鍛えられること。 

戦後教育からの脱却、世界共通教育メソッド 

探究の視点、ATT&ATLの手法 

知力だけでなくマインドも育てる点 

日本の公立学校への導入とその影響や効果について 

日本の大学が、ＩＢ入試を導入するかどうか。 現状厳しいものがあります。 

認定校において、学習指導要領の枠にとらわれる事なく学習者中心の学びを効果的に展開出来る点 

認定校の抱える諸課題の共有と解決への手がかり 

 

⑥AirCampus®のプラットフォームにおいて特にどのような情報を求めていますか。下記より選んでくださ

い。（複数回答可） 

 １．各ＩＢプログラムに関する情報 [３６名 １４．６％] 

 ２．ＩＢプログラムのコース運営・経営に関する情報 [２７名 １０．９％] 

 ３．ＩＢを活用した単元指導案・教材に関する情報 [３３名 １３．４％] 

 ４．ＩＢプログラム導入に係る手続き・諸費用について情報 [１５名 ６．１％] 

 ５．生徒や保護者によるＩＢへの関心度について情報 [１７名 ６．９％] 

 ６．ＩＢ入試・進路について情報 [３９名 １５．８％] 

 ７．国際バカロレア修了生について情報 [２７名 １０．９％] 

 ８．各自治体におけるＩＢ導入の検討・推進状況の情報 [２１名 ８．５％] 

 ９．国際バカロレアに関する教員養成についての情報 [２９名 １１．７％] 

 １０．上記以外（自由記述） [３名 １．２％] 
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⑦AirCampus®のご自身の利用頻度について当てはまるものを下記より選んでください。 

 １．頻繁にアクセス [３名 ５．７％] 

 ２．週に１～２回程度のアクセス [７名 １３．２％] 

 ３．月に１～２回程度のアクセス [２３名 ４３．４％] 

 ４．登録をしたが、あまりアクセスをしていない [１９名 ３５．８％] 

 ５．上記以外（自由記述） [１名 １．９％]  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧AirCampus®のフォーラムのうち特にどの部門に関心がありますか。下記より選んでください。 

 １．ＰＹＰ部門 [４名 ７．５％] 

 ２．ＭＹＰ部門 [１０名 １８．９％] 

 ３．ＤＰ部門 [２１名 ３９．６％] 

 ４．進路・ＩＢ入試部門 [１１名 ２０．８％] 

 ５．管理職部門 [２名 ３．８％] 

 ６．行政部門 [１名 １．９％] 

 ７．上記以外（自由記述） [１名 １．９％]  

 

⑨各フォーラムにおけるAirCampus®ファシリテーターによるサポートにどのような感想をお持ちですか。

下記より選んでください。 

 （＊ファシリテーターの方々に議論へのコメント等のサポートをいただいています。） 

 １．情報共有において有益性がある。 [２６名 ４９．１％] 

 ２．情報共有においてあまり有益性がない。 [９名 １７％] 

 ３．ＡＣファシリテーターの存在を知らなかった。 [１０名 １８．９％] 

 ４．上記以外（自由記述） [８名 １５．１％] 
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⑩今後、AirCampus®ファシリテーターに対してどのような役割を期待しますか。下記より選んでください。

（複数回答可） 

 １．ファシリテーターとの個別相談 [１７名 １７％] 

 ２．実体験・実例の共有 [４１名 ４１％] 

 ３．指導案の共有 [２３名 ２３％] 

 ４．学校の講師としての招聘 [１４名 １４％] 

 ５．上記以外（自由記述） [５名 ５％] 

 

 

 

 

 

 

 

⑪AirCampus®のプラットフォームを利用して役に立った点を教えてください（自由記述） 

IBを導入しているそれぞれの学校の事例が知れること 

アドバイスが得られたこと 

さまざまな情報が得られた点 

ディススカッションフォーラムを使用 

ワークショップ参加後でも多くの先生方の情報共有が出来るところ。 

学校の先生方の努力が見える 

現場に則した情報が得られること。 

国際バカロレアに関するイベント情報の入手 

国際バカロレアに対する理解が今まで以上に深まったこと 

国際バカロレア関連の情報が手に入るようになり、国際バカロレアのプログラムがより身近に感

じられるようになった 

情報共有ができること 

新情報を得られる 

申し訳ありませんが、今の所、特に感じません。（同様の回答が３名） 

人とつながることができた 

他校の進捗状況 

認定校・候補校・関心校のレベルの違う現場の先生方の声が聴けたのが良いと思います 

本当はACのプラットフォームを忘れてしまいました。 

問題意識、取り組み課題が現在通っている学校とは違う事が認識できた。 
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⑫AirCampus®のプラットフォームの現在の機能の強化・改善が必要であるとすればそれは何ですか。

自由にお答えください。（自由記述） 

AirCampusにまだ慣れていないため、強化・改善点はわかりません 

DP部門は今ＤＰ全体を通すものになっているが、グループごとの枠もあったらいいと思います。 

フォーラムのスレッドが読みやすくなるとありがたいです。 

まずは認知度の向上 

学校の取り組み方の違いでオープンに出来ない情報が多々あるとは思うが，多くの学校で知りた

い点がそこに隠れていると思う。所属する学校の姿勢にもよるが，その点がオープンになってく

ると良いと思う。 

掲示板機能に関しては、ツリー形式だと一覧性がないため利用しにくい。 

更新状況のメール配信 

使い方の簡単的が一番だと思います。 

質問への回答ややりとりが誰にでも読める状況にあるが、質問者が他者から知られたくない質問

はしづらいと感じました。 

若干画面がみにくいと思います。 

従来の（既存の戦後教育）に携われた方々は抜本的な意識改革が必要で有りIB教育のファシリテ

ーターとなるには困難であると理解し、生まれ変わり1からファシリテーターとしての立ち位置を

身につける術を見いだして頂きたい。 

特にありません （同様の回答が計５名） 

日本語DPの教材や教案の開示をお願いしたい。 

認定校・候補校・関心校とジャンルを分けるのは必要。質問のレベルが違うから。一緒も大切だ

と思います。 

保護者の立場から、先生方の悩みや現状がわかってしまうと、保護者としての質問がしにくい。 

保護者も自由に入り込める環境のため、相談事がしづらい。 

利用者が少ないこと 

 

⑬AirCampus®のプラットフォームにおいてどのようなコンテンツやディスカッションがあれば参加したい

と思いますか。（自由記述） 

ACが主催するIB教育に関する定例の勉強会の情報発信・出席者管理など。単なる肩書・権威としての

ACでは意味がないです。 

CASやCPに関するものがあれば参加したいです。 

IB過程における各学校独自の取り組み 

IB認定校の活動の様子を動画などで配信する仕組みがあったら参加したい 

Workshop in Asia Pacific 

カリキュラムの作り方、国際教育の哲学、教え方 

コーディネータノートの更新情報が日本語で提供されること 

コンテンツ等については今までどおりで良い 

ワークショップ、コア科目の運営、成績振り替え 

海外留学を視野に入れた保護者間の情報共有 
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教案、教材、評価 

教材の共有 

国際バカロレアの教育実践やイベントの振り返りなど 

今のところ，コンテンツに関してはこれで充分のような気がします。 

最新の動き（導入に向けて、現状など）がまとまっているとよい 

指導案の共有など 

実体験・実際に困っている問題の提示。それに対する意見 

実名を伏せた、保護者の質問に対して回答して頂ける場が欲しい。 

MYPに関する一般書籍が殆どなく、情報が少な過ぎて質問が浮かばない程わからない。 

英語DP、デュアルDP、バイリンガルDPの違い、其々おすすめ教材、本、 

英語初学者がDPを目指す為の英語指標、取り組み方。 

文科省の取り組み具合、大学側のアドミッションポリシー 

母国語教育の取り入れ例やその成果 

 

⑭AirCampus®のプラットフォーム運営以外で、コンソーシアム事務局の役割としてどのようなことを求め

ますか。特に重要であると思われるものを３つまで選んでください。 

 １．各学校におけるＩＢ導入までのきめ細やかなサポート支援（個別相談等） [１５名 １２％] 

 ２．一般的な国際バカロレアに関する啓発イベントの実施 [２２名 １７．６％] 

 ３．ＩＢワークショップ参加への費用補助（教育関係者向け） [３４名 ２７．２％] 

 ４．自治体・教育委員会向けのＩＢ啓発イベント [１１名 ８．８％] 

 ５．ＩＢコースを有する高校進学セミナー（生徒・保護者向け） [９名 ７．２％] 

 ６．ＩＢスコアを活用した大学進学セミナー [２０名 １６％] 

 ７．ＩＢ入試導入の促す大学関係者向けのセミナー [１１名 ８．８％] 

 ８．その他（自由記述） [３名 ２．４％] 

 

 

 

 

 

 

 

⑮上記の質問項目以外で、AirCampus®のプラットフォームに対する皆さんのご意見を自由にお聞かせ

ください。（自由記述） 

IB試験について、詳細に状況を共有していただきたい 

IB卒業生の話(CASの工夫、大学や社会で学びがどう活用されているのか)、IBと大学受験の話、各学校

の平均スコア。 

関西圏での取り組みを増やしてほしい 
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興味のある部門から新規投稿が来たときに自動メールで知らせることや投稿ごとに連絡登録・未登録が

できたら、ウェブサイト行かなくても、みんなに情報がいけます。 

今後活発に利用させていただきます。 

事務局の人数を増やして回転力を上げていきましょう。 

自校のIB申請の情報などが全ての会員にオープンになると考えると、共有はやはり躊躇してします。多

様なIBの学びのあり方などが、コンソーシアムの支援という形によって画一化しないことを望みます。

コンソーシアムの役割が広すぎるので、目的が見えにくい感じも受けています。求めたい情報が、求め

る側のレベル感によって相当異なるのでIBの現状かと思うので、そこを切り分けないと、なかなか１つ

のものとして体制を固めていくのは難しいのかなと感じています。勝手な意見で失礼しました。 

主催者側からの、教案や教材例の提示をお願いしたいです。 

世界におけるIB取得者受け入れ大学および、本来の意味（返済不要）の奨学金制度情報 

特にありません（同様の回答が計６名） 

本当は、メールのおかげで初めてACが探検できました。可能性があると思います。アクティブラーニン

グのような雰囲気があれば素晴らしいと思います。 

 

⑯上記の質問項目以外で、コンソーシアム事務局の活動に対する皆さんのご意見を自由にお聞かせく

ださい。（例：一般向けＨＰのコンテンツについて、セミナー・シンポジウムについて等）（自由記述） 

IB認定校、大学、IB資格取得者によるセミナーやシンポジウムを積極的に開催してほしい。 

いろいろな地域でセミナーやシンポジウムを開催していただけますと、多くの教員が参加できます。 

コンソーシアムが「IBスクールを増やす」ことを最優先課題にするならば、これ以上の広がりは望めな

いと思います。補助金の趣旨はどうあれ、「IB教育推進」が単に「IBスクールを増やす」ことにとどま

らず、non-IBスクール（将来的にもIBスクールにならない学校）への教育的影響、指導要領をベースと

した教科教育への波及も見据えて運営して頂くことを切に願います。それが結果的に「IB教育推進」に

つながるのではないでしょうか。今でもコンテンツの情報自体は部外者も読めますが、AC自体に閉鎖的

なものを感じます。もっともっとオープンなものになるとよいですね。 

セミナー、シンポジウムを西日本でも開催してほしい 

運営が大変だと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

学校を超えた生徒同士の交流の場が出来たら素敵だと思います。 

関西でもTOK勉強会を開催して下さい。またTOK以外の科目の勉強会もお願いしたいです。 

啓発イベントがより多く開催されることを望みます 

申し訳ありませんが、あまり利用できておりません。一度認定校になるとコーディネーター間のネット

ワークが機能しますが、導入する前の段階での書類作成、準備の為のテンプレートなどを供給できると

ハードルが下がると存じます。これらは認定校になる前の学校に参加を促す動機にはなると思います。

一方で、認定がされてしまった学校をこのコンソーシアムにつなぎとめるためには、彼らにとって有益

な情報を発信していくプラットフォームが必要であると感じています。 

特にありません（同様の回答が計６名） 

日本の試験制度（入試だけではなく、定期考査という概念など）を変えないと、真にIBが行おうとして

いることは、実現できないと実感しています。国、大学との連携をおねがいいたします。 

日本語に直した更新された資料が必要だと思います。 


